
令和７年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

三好中学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

○授業を落ち着いた態度で受け、
内容を理解しようとしている。
●メディアの使用時間が長く、家庭
学習の習慣が身についていない生
徒もいる。
●学ぶことの意義を自分の生き方
と結びつけて理解し、これからの人
生を切り拓く意欲をもって取り組め
ていない生徒がいる。

・家庭学習の時間を確保し、根気よ
く継続して取り組むことができる。
・自分の学習状況をしっかりと振り
返り、自らの課題を解決できるよう
計画を立て、実践することができ
る。
・授業に真剣に取り組み、わからな
いことは教師や友達に質問すること
ができる。

・授業はじめに本時の目標を提示し、
授業の終わりには振り返りの時間を設
定するなど、授業のユニバーサルデザ
イン化を図る。
・「学習の手引き」を活用し、各教科の
学習のしかたについて指導する。
・定期テスト前に、学習計画表を作成し
計画的に学習するよう指導する。
・ＣＳ事業の「放課後質問教室」を月２
回開き、主体的に学習に取り組んだ
り、分からないところを質問したりでき
る場面を設定する。

○主体的・対話的で深い学びの授業改革，授業ルールの徹底

○一人一人が輝く授業、ファシリテーション・ＩＣＴの活用 垂水　恵子
村上　郁代
（教務主任）

・自他の意見を比較し、考えを深め
ることができる。
・根拠や理由を明確にし、自分の考
えをまとめ、自分の言葉で相手に伝
えることができる。
・話を聞いて、質問や意見、感想な
どを即興でやりとりすることができ
る。

・生徒が興味をもって学習に取り組
めるように発問を工夫する。
・日直の「1分間スピーチ」の書き方
を指導し、表現力の向上を図る。
・ペアやグループで話し合う場面で
は、ファシリテーションスキルを使っ
て、話し合いを円滑にすすめる工夫
をする。

次年度における改善事項

管理職による授業参観や教員からの報告等、様々な機会を捉え、取組状況の把握を行う。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

○自分の考えを発表したり、友達の
意見を聞いたりすることができる。
●自分の考えを、根拠を示しながら
筋道を立てて説明することに課題が
ある。

次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○与えられた課題には真面目に取
り組める。
●基礎的・基本的な知識や技能の
習得が不十分な生徒がいる。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・各教科における基礎的・基本的な
知識や技能を身につける。
・学習の過程で習得した知識・技能
を、既習事項と関連づけて、他の学
習や生活の場面において活用する
ことができる。

・生徒が興味をもって学習に取り組める
ように授業内容や発問を工夫する。
・ＩＣＴを効果的に活用し、基礎的・基本的
な知識・技能を身につけさせる。
・教員の指導力向上のために、オープン
クラスウィークを設け、相互に授業参観
を行う。
・朝学習で、英語のリスニング練習や動
画視聴を行い、英語力向上に努める。
・絵本の読み聞かせや読書活動の推進
を図る。


